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府立汎愛高等学校 

校長 浅川 又一 

 

令和７年度 学校経営計画及び学校評価 
 

１ めざす学校像 

入学した生徒が、誇りをもって卒業できるよう、３年間充実した学校生活を送ることができる、自他ともに認める魅力ある学校 

普通科・体育科、それぞれの学科の特色を活かしながら、学校行事や部活動、地域交流などの学校におけるすべての活動に積極的に参加し、それらを通して、実行

力、判断力、自主性、協調性を備えた心技体のバランスの取れた人間力の向上をめざす。 

１．学校行事や部活動を通して、リーダーを養成する。 

２．ICT 機器の活用など各教科において授業の創意工夫をし、コミュニケーション能力、思考力、判断力、表現力を身につける。 

３．それぞれの学科の特色を活かした学びを通して、自覚と責任を身につけ、将来の目標設定につながるようキャリア教育を実践する。 

 

２ 中期的目標 

１ 「確かな学力」の育成と授業改善 

（１）学習意欲・態度を養い、学力の定着と向上を図るため、教育環境を整えて指導・援助する。 

  （生徒向け学校教育自己診断において、「分かりやすい授業が多い」「授業に積極的に取り組んでいる」の回答を R９年度には共に 80％以上とする） 

   「分かりやすい授業が多い」R４:70.4％ R５:72.1％ R６:57.1％ 、「授業に積極的に取り組んでいる R４:88.2％  R５:89.6％ R６:83.0％ 

ア 基礎・基本を定着させ、さらなる学力向上に向けて、教育力の向上をめざす。 

イ 学習態度・意欲を育み、自ら進んで学習する習慣を身につけ、自己実現していく態度を育成する。 

ウ 各教科において、わかる授業の創意工夫や授業改善を積極的におこない、個に応じた学習指導の充実と授業の「質の向上」を通して生徒の学力の向上を図

る。 

（２）すべての教育活動を通して、生徒にコミュニケーション能力、思考力、判断力、表現力を身につけさせる。 

ア 全教科において ICT を活用した授業実践を積極的に進める。 

イ 基礎学力の定着と専門分野の技量の向上に向けて、主体的に学び、意欲的に達成しようとする姿勢を育成する。また、将来の目標を定め、自己実現に向けて

持続的に努力できる生徒を育てる。 

ウ 物事に積極的に取り組む姿勢を育み、自分の将来の目標に向けて幅広い知識と教養を身につけさせる。 

エ 社会に通用するスペシャリストの育成をめざし、演習形式の授業展開を推進し、生徒のプレゼンテーション能力の向上をめざす。 

（３）生徒の進路意識を高め、進路実現に向けて努力できる生徒を育てるとともに、キャリア教育の充実と進路指導体制の充実を図る。 

（生徒向け学校教育自己診断において、「適切な進路情報」 R９年度には 85％以上をめざす  R４:81.3％  R５:96.4％ R６:79.8％  

         「きめ細かな進路指導」R９年度には 70％以上をめざす R４:61.4％  R５:74.3％ R６:79.8％  

ア 組織的・計画的にキャリア教育および進路指導に取組み、生徒の進路意識を高め、個々の進路目標の実現を支援する。 

イ キャリア教育の充実に取組み、自己実現に向けて、実践的な素養を養う。 

ウ 魅力ある専門学科として更なる発展を図る。 

 

２ 安全で安心な学びの場づくりと豊かでたくましい人間性のはぐくみ 

（１）自主自律の態度を育成するとともに、自他を尊重できる心を養い、良好な人間関係の構築をめざす。 

  （生徒向け学校教育自己診断において、「本校に入学してよかった」の回答を R９年度には 80％以上とする。また、「学校生活が充実している」の回答 80％以上を

維持する。） 

「本校に入学してよかった」 R４:70.7％ R５:78.8％ R６:76.0％ 、「学校生活が充実している」  R４:88.5% R５:93.1% R６: 84.6％  

ア 生徒が充実感、達成感を感じ成長できる生徒ファーストの学校運営をおこなう。 

イ 全教職員がカウンセリングマインドをもって生徒・保護者に対して丁寧な対応をおこない、生徒に寄り添った指導を粘り強くおこなう。 

ウ 生命や人権を大切にする精神を養い、生徒一人ひとりの人権意識の向上を図り、差別や偏見、いじめを許さない安心できる学校づくりをめざす。 

エ 障がいのある生徒の実態把握に努め、個々の教育的ニーズを検討し、合理的な配慮のもと必要な支援をおこない、環境整備に努める。 

（２）基本的生活習慣を身につけるとともに、社会に役立つマナーへの意識を向上する。 

ア 基本的生活習慣を身につけ、安心・安全に学校生活を送れるように指導援助し、自立心を育む。 

イ 心身の自己管理をしっかりできるように指導し、学校の環境美化に取り組む態度を育成する。 

（３）集団活動を通して、自主性や協調性を身につけ、集団の一員としての自覚を養う。 

ア 団活動・部活動・HR 活動・学校行事を通して、生徒の積極性や自主性および協調性等を養う。また、これらの活動を通して、時代に沿ったリーダーの養成

に努める。 

イ 個々の生徒がコミュニケーション能力、協調性や責任感、考える力を身につけ、物事を広い視野で見ることができる能力を育成するとともに、望ましい集団

づくりをめざす。 

ウ 学校行事や学年行事を通じて、生徒が主体的に活動に取り組むことにより、積極性や協調性を身につけ、社会に貢献できる人材の育成をめざす。 

エ スポーツを通して自己の人間力を高めるとともに、集団活動を通してリーダーシップ、フォロアーシップを学び、専門学科としての自覚と責任感を身につ

けさせる。 

 

３ 学校の組織力向上と開かれた学校づくり 

（１）地域に根づいた開かれた学校をめざし、他校種の学校園や地域との連携を充実させる。 

ア 地域との様々な関わりのなかで、地域に根づいた高校として、本校の魅力を積極的に情報発信する。 

イ 専門学科の特性を活かして、小中学校及び地域との連携を積極的に進め、生徒のリーダーシップ力と指導力を育む。 

（２）教職員の共通理解のもと広報活動を充実させる。 

ア 本校の課題解決に向けて、全教職員が互いに問題提起、意見交換をおこなえる土壌をつくる。 

イ 計画的、組織的かつ積極的に広報活動に取り組み、学校 PR において、より一層の成果を上げ、本校の認知度の向上をめざす。 

（３）健康で安心して働ける職場環境をつくり、汎愛高校の発展のために協働できる教職員集団をつくる。 

ア 教職員の健康の保持・増進のために、効率よい働き方を推進する。 

（令和９年度までに教職員の平均時間外勤務時間を年次減少させ、令和５年度比６％以上減とする。）（R５累計 46 時間 27 分 R６累計 42 時間 14 分） 

イ 本校の現状把握および改善に至る具体的方策を検討する。 
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【学校教育自己診断の結果と分析・学校運営協議会からの意見】 

学校教育自己診断の結果と分析［令和   年  月実施分］ 学校運営協議会からの意見 

  

 

 

３ 本年度の取組内容及び自己評価 

中
期
的 
目
標 

今年度の重点目標 具体的な取組計画・内容 評価指標[R６年度値] 自己評価 

１ 

確

か

な

学

力

の

育

成

と

授

業

改

善 

（１）学習態度・意欲を育

み、自ら進んで学習す

る習慣を身につけ、自

己実現していく態度を

育成する。 

 

ア 基礎・基本を定着さ

せ、さらなる学力向上

に向けて、教育力の向

上をめざす。 

 

イ 学習態度・意欲を育

み、自ら進んで学習す

る習慣を身につけ、自

己実現していく態度を

育成する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 各教科において、わ

かる授業の創意工夫や

授業改善を積極的にお

こない、個に応じた学

習指導の充実と授業の

「質の向上」を通して

生徒の学力の向上を図

る。 

 

（２）すべての教育活動

を通して、生徒にコミ

ュニケーション能力、

思考力、判断力、表現力

を身につけさせる。 

  

ア 全教科において ICT

を活用した授業実践を

積極的に進める。 

 

イ 基礎学力の定着と専

門分野の技量の向上に

向けて、主体的に学び、

意欲的に達成しようと

する姿勢を育成する。

また、将来の目標を定

め、自己実現に向けて

持続的に努力できる生

 

 

 

 

 

 

ア・年２回の公開授業期間において他の教員の授

業見学を行い、自らの授業改善・授業力向上

を図る。 

 

 

イ・生徒の学ぶ意識・姿勢の向上のため、チャイ

ムと同時に始業の挨拶をすることを周知、徹

底する。 

 

 

 

・家庭学習のための課題等を提示することで、

授業以外での学習習慣を定着させる。 

 

 

 

・令和４年度以降の入学生のカリキュラムにつ

いて、より生徒の実態に合うように、教務部・

カリキュラム委員会で状況の分析を行い、必

要に応じて改善を図る。 

 

 

 

ウ 教科としての目標を設定し、指導方法の改善

を常に図り、生徒の学力向上に結び付ける。

そのため、教科会を定期的に開き、指導法や

評価法について意見交換を行い、職員研修等

で情報共有をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア・ICT を活用した実践事例を増やし、教員間で

授業活用の情報を共有できるようにする。 

 

 

イ・体育科のコース制授業スタートにおいて、ゼ

ミ形式の演習授業を展開する。「スポーツ」を

多角的な視点から考察できるように指導する

とともに、１年間の学びの振り返りとしてプ

レゼンテーションの機会をできるだけ多くの

生徒に設ける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア・授業見学を年間４回以上

行う教員を 80％以上。 

[96％] 

 

 

イ・生徒向け自己診断にお 

いて、「私は始業のベルが

鳴ると、教室で着席してい

る」の項目で肯定的評価

90％以上。[96.1％] 

 

・生徒向け自己診断で、 

「授業以外でも学習に取り 

組んでいる」の項目で昨年

度の水準を上回る。 

[38.3％] 

・生徒向け自己診断におい

て、「本校は生徒の進路希

望に応じた多様な選択科

目が設定されている」の項

目で、肯定的評価 75％以

上を維持する。[80.8%] 

 

ウ・生徒向け自己診断におい

て「分かりやすい授業が多

い」の項目で、肯定的評価

を 75 ％ 以 上 と す る 。

[57.1％] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア・教員の実践報告を、授業

公開期間に合わせて年

10 回実施する。[15 回] 

 

イ・体育科生徒の卒業論文に

おいて、質の高い論文を作

成し、全生徒がプレゼンテ

ーションを実施した発表

の機会を設ける。 
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徒を育てる。 

 

ウ 物事に積極的に取り

組む姿勢を育み、自分

の将来の目標に向けて

幅広い知識と教養を身

につけさせる。 

 

エ 社会に通用するスペ

シャリストの育成をめ

ざし、演習形式の授業

展開を推進し、生徒の

プレゼンテーション能

力の向上をめざす。 

 

 

 

（３）生徒の進路意識を

高め、進路実現に向け

て努力できる生徒を育

てるとともに、キャリ

ア教育の充実と進路指

導体制の充実を図る。 

  

ア 組織的・計画的にキ

ャリア教育および進路

指導に取り組み、生徒

の進路意識を高め、

個々の進路目標の実現

を支援する。 

 

 

 

イ キャリア教育の充実

に取り組み、自己実現

に向けて、実践的な素

養を養う。 

 

 

ウ 魅力ある専門学科と

して更なる発展を図

る。 

 

 

 

 

 

ウ・体育科の特色ある教育活動を通して、自己の

将来の目標を定め、卒業後の自己実現に向け

て努力する生徒を育てる。 

 

 

 

エ・専門学科の各行事・実習において、達成感・

充実感を得られるようにとともに、生徒主体

で企画・運営を行い、全員がリーダーシップ

とフォロワーシップを意識した実習になるよ

う指導する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア・進学意識を高めるとともに、公務員講座への

参加を促し、進路意識の向上につなげる。 

 

 

 

・看護医療コース（R６年度普通科３年）の内容

充実を図るために、高大連携により早期の意

識付けを図る。 

 

イ・図書館の活用をさらに進め、自習教室・面接

指導の場として卒業後の進路向けての学習セ

ンターとして機能させ、生徒の自主的・自立

性の育成のための学びの場として位置付け

る。 

 

ウ 新たなカリキュラムを確実に運用し、コース

制の意義を活かした教育活動をおこなう。 

 

 

ウ・高大連携授業を各コース

年間５回、計 15 回以上

実施。[22 回] 

 

 

 

エ・各種実習や授業における

アンケートを実施し、リ

ーダーシップ等に関す

る項目における満足度

90％以上。 

[３年生 キャンプ実習 100％ 

  ２年生 水泳実習   90％ 

  ３年生 卒業論文  100％] 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア・公務員採用試験における

合格者を 60％以上とす

る。 

[52％]  

 

・看護医療に係る高大連携

授業を、年間３回実施す

る。[３回] 

 

イ・図書貸し出し数におい

て、R６年度水準を維持す

る。 

[639 冊] 

     

 

ウ・各コースの新規授業につ

いて、生徒の満足度が

80％以上を維持する。 

[100％] 

２ 

安

全

で

安

心

な

学

び

の

場

づ

く

り

と

豊

か

で

た

く

ま

し

い

人

間

性

（１）自主自律の態度を育

成するとともに、自他を

尊重できる心を養い、良

好な人間関係の構築を

めざす。 

  

ア 生徒が充実感、達成

感を感じ成長できる生

徒ファーストの学校運

営をおこなう。 

 

 

 

イ 全教職員がカウンセ

リングマインドをもっ

て生徒・保護者に対し

て丁寧な対応をおこな

い、生徒に寄り添った

指導を粘り強くおこな

う。 

ウ 生命や人権を大切に

する精神を養い、生徒

一人ひとりの人権意識

の向上を図り、差別や

偏見、いじめを許さな

い安心できる学校づく

 

 

 

 

 

 

ア・登校指導を全教職員で実施し、挨拶や身だし

なみ整えることができるよう指導援助し、ま

た集団生活におけるルールを守る態度を育

て、生徒会とも連携しながら生徒の規範意識

を高める。 

 

 

 

イ・教育相談体制を整え、より一層生徒が相談し

やすい環境づくりをおこなう。また、必要に

応じて、SC や SSW を活用し、より生徒に寄り

添った指導ができるようにする。 

 

 

 

ウ・情報モラル講習会を通して、生徒自ら情報が

モラルを守ることが出来る正しい知識を身に

着ける。また、SNS の取り扱いについても細

心の注意を払い自らが加害者になることのな

いよう情報セキュリティの意識向上に努め

 

 

 

 

 

 

ア・生徒向け自己診断で 

「あいさつができる」 

「本校に入学してよかった」 

「学校生活が充実している」 

の回答を全て 80％以上。 

[90.5％,76％,84.6％] 

 

イ・生徒向け自己診断で 

「本校には親身に相談に

乗ってくれる先生がい

る」の回答が 70％以上。

[74.1％] 

 

 

ウ・SNS に関する研修会を年

間２回実施。[２回] 
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の

は

ぐ

く

み 

りをめざす。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）基本的生活習慣を身

につけるとともに、社会

に役立つマナーへの意

識を向上する。 

   

ア 基本的生活習慣を身

につけ、安心・安全に学

校生活を送れるように

指導援助し、自立心を

育む。 

 

イ 心身の自己管理をし

っかりできるように指

導し、学校の環境美化

に取り組む態度を育成

する。 

 

（３）集団活動を通して、自

主性や協調性を身につ

け、集団の一員としての

自覚を養う。 

 

ア 団活動・部活動・HR 活

動・学校行事を通して、

生徒の積極性や自主性

および協調性等を養

う。また、これらの活動

を通して、時代に沿っ

たリーダーの養成に努

める。 

 

イ 個々の生徒がコミュ

ニケーション能力、協

調性や責任感、考える

力を身につけ、物事を

広い視野で見ることが

できる能力を育成する

とともに、望ましい集

団づくりをめざす。 

 

る。 

 

・いじめの未然防止に向け、生徒への講話を通

じて人権意識を向上させる。いじめアンケー

トを通していじめの実態把握・早期発見に努

めるとともに、あらゆる差別問題が重大な人

権侵害であることを確認し、人権に関して理

解を深める。また、生徒に「命の大切さ」を

実感させ、「生きる」ことの意味を一人ひとり

が考えることができる研修会を実施する。 

 

 

 

 

 

 

ア・基本的生活習慣の確立を促し、年間５回の遅

刻防止強化週間を設けるとともに、年間を通

して特別な理由のない遅刻者の減少に取り組

む。 

 

 

イ・健診等を通じて生徒の健康管理意識を向上さ

せるとともに、自ら積極的に自分の体について

管理・理解させるように指導する。 

 

  

 

 

 

 

 

 

ア・生徒会活動の充実を図り、計画的に会議の運

営と広報活動に努め、生徒の主体的な行事と

なるよう指導する。 

 

 

 

 

 

 

イ・団活動を行うことで、学年相互の人間関係の

築き、生徒間の相互理解を深める。また、年

間の活動を通して、生徒自らが考え行動する

姿勢を養う。 

 

 

 

 

・生徒向け自己診断で「私は

まわりのひとに思いやり

をもって接している」の

回答 90％以上を維持。

[94.7％] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア・年間遅刻数の延べ人数を

昨年度より減少させる。 

  [1,068] 

 

 

 

イ・健診で受診勧告を受けた

生徒の 40％以上が事後

処置を行う。 

[35.9％] 

 

 

 

 

 

 

 

ア・生徒議会の内容を精査し

年間４回以上計画的に実

施。 [４回] 

 

 

 

 

 

 

イ・生徒向け自己診断におけ

る肯定的な回答が 80％

以上。 

[86.2％] 

３

学

校

の

組

織

力

向

上

と

開

か

れ

た

学

校

づ

く

り 

（１）地域に根づいた開か

れた学校をめざし、他校

種の学校園や地域との

連携を充実させる。 

   

ア 地域との様々な関わり

のなかで、地域に根づ

いた高校として、本校の

魅力を積極的に情報発

信する。 

 

イ  専門学科の特性を活

かして、小中学校及び

地域との連携を積極的

に進め、生徒のリーダー

シップ力と指導力を育

む。 

 

 

 

 

 

 

 

ア・地域連携や校種間連携を通じて、生徒の社会

性や能力を伸ばす。また、HP により本校の魅

力・さまざまな取組みを発信する。 

 

 

 

イ・親子武道教室の開催や鶴見区民まつりへの協

力を通して地域との連携を深める。また、生

徒主体のイベントにすることで、生徒のリー

ダーシップやフォロワーシップを養う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア・HP の閲覧数について令

和６年度水準を維持す

る。 

[185 回/日] 

    （２月 10 日現在） 

 

イ・「積極的に取り組めた」

と回答する生徒が 80％以

上。 

［100％］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



№１０５ 

 

府立汎愛高等学校 

 

（２）教職員の共通理解の

もと広報活動を充実させ

る。 

   

ア 本校の課題解決に向

けて、全教職員が互い

に問題提起、意見交換

をおこなえる土壌をつく

る。 

   

イ 計画的、組織的かつ積

極的に広報活動に取り

組み、学校 PR におい

て、より一層の成果を上

げ、本校の認知度の向

上をめざす。 

 

 

（３）健康で安心して働ける

職場環境をつくり、汎愛

高校の発展のために協

働できる教職員集団を

つくる。 

   

ア 教職員の健康の保持・

増進のために、効率よ

い働き方を推進する。 

 

 

 

 

 

 

イ 本校の現状把握および

改善に至る具体的方策

を検討する。 

 

 

 

 

 

 

ア・学校運営上の課題解決に向けて、各分掌、委

員会のつながりを強化する。 

 

 

 

 

イ・学校説明会・教員対象説明会・体験入学を継

続して行い、本校へ来校する中学生・保護

者の人数を確保する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア 安全衛生委員会を中心に、教職員の健康状態

並びに勤務状態を把握するとともに環境整備

に取組み、全教職員が健康で良好な職場環境

で勤務できるようにする。 

また、「大阪府における部活動等の在り方に

関する方針」に則り、部活動顧問が過度な負

担にならないよう取り組んでいく。 

 

 

イ 学校全体の現状把握および改善に至る具体的

方策を検討し、各部や学年と連携して教育活

動の推進を図る。 

 

 

 

 

 

ア・教職員向け自己診断の

「分掌内、分掌間で連携を 

とっている」の項目で肯定

的評価を 70％以上。 

［52.9％］ 

 

イ・参加する生徒保護者数が

昨年度を上回る。 

［学校説明会 726 名 

体験入学 434 名］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア 長時間勤務対象者の減

少。１月までの平均時間

外勤務時間を 50 時間以

内、かつ 80 時間超教員

の割合が昨年度水準を

下回る。 

［42 時間 14 分、15.2％］ 

 

 

イ 教職員向け自己診断の

「教職員の共通理解の

もと教育活動の改善に

努める」が、70％以上。 

［66.7％］ 
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